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保護者から子どもの生活情報を収集した
り、子どもの課題を領域ごとに分析、現状
の把握をします。
また、情報収集だけではなく、子どもや保
護者の状況や課題を考え、目標設定につ
なげていきます。

子どもと環境を考慮し、サービス提供の
目標と計画をたてます。
モニタリングやアセスメントの結果を元
に支援計画を作成します。
その際、 子どもや保護者の意向を、サー
ビス提供の目標に盛り込み、計画を立て
ます。

個別支援計画に基づき、従事者は子ども
たちが楽しみながら課題に取り組める環
境を作ります。
また、子ども達ひとりひとりの個性を大切
にして、成長に寄り添いながら支援してい
きます。

モニタリングをもとにサービス提供の目
標と計画を見直します。
目標の達成状況だけではなく、今後の支
援に生かすため、個性に応じた支援ができ
たかどうかや、どのような支援がその子に
合っていたかも客観的に考えていきます。

スタッフ間で療育の進捗を確認し、常に子
どもの発達を把握します。
その把握した情報を元に、保護者と面談を
行っていきます。
保護者のニーズの確認や事業所の思いな
ど、今後の意見を伝えていきます。
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モニタリング個別支援計画の見直し
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